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議会
　

10
月
２
日
に
第
５
回
議
会
臨
時
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
３
の
議
案
が

審
議
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
、

承
認
・
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
さ
れ
た
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

■
専
決
処
分
の
承
認

●
平
成
25
年
度
黒
滝
村
一
般
会
計
補

　

正
予
算　
　
　
　
　
　
（
第
５
号
）

■
平
成
25
年
度
補
正
予
算

●
黒
滝
村
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
６
号
）

■
そ
の
他

●
黒
滝
村
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

議
会
活
動
状
況

10
月

第
５
回
議
会
臨
時
会

２
日
●
第
５
回
議
会
臨
時
会

　
　

●
経
済
建
設
常
任
委
員
会

７
日
●
町
村
議
会
議
長
会
議
長
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〜
８
日
）

21
日
●
町
村
議
会
議
長
会
正
副
議
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
議

22
日
●
護
国
神
社
秋
季
大
祭

23
日
●
月
例
出
納
監
査

24
日
●
経
済
建
設
常
任
委
員
会

　
　

●
吉
野
郡
議
員
研
修
会

黒
滝
村
監
査
委
員
紹
介

　

10
月
２
日
の
議
会
に
お
い
て
、

堀
口
誠
氏
が
監
査
委
員
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
の
で
、ご
紹
介
し
ま
す
。

　

今
後
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し

ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

◆
黒
滝
村
監
査
委
員

　
　

堀
口　

誠　
　
　
（
長　

瀬
）

小
学
校
交
通
安
全
教
室

小
学
校
交
通
安
全
教
室

　

10
月
８
日
（
火
）、
黒
滝
小
学
校
運
動
場
で
、
小
学
校
交
通

安
全
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

中
吉
野
警
察
・
警
察
本
部
交
通
安
全
教
育
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム

の
皆
さ
ま
か
ら
、
自
転
車
で

道
路
を
走
る
時
の
マ
ナ
ー
や
、

交
通
ル
ー
ル
に
つ
い
て
教
え

13. 11. 1

自
転
車
の
乗
り
方
を

教
わ
り
ま
し
た

▼
教
室
の
様
子

▲

の話題村

て
も
ら
い
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
笑
顔
と
健
康
を

　

10
月
13
日
（
日
）、
黒
滝
小
学
校

運
動
場
で
、
約
２
０
０
名
の
方
の
参

加
の
も
と
、
健
康
ふ
れ
あ
い
祭
り
を

行
い
ま
し
た
。

　

村
民
の
み
な
さ
ま
が
一
堂
に
集

い
、
楽
し
い
ゲ
ー
ム
や
簡
単
な
運
動

を
一
緒
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ふ
れ

あ
い
の
場
を
提
供
で
き
た
ら
と
い
う

思
い
か
ら
開
催
に
至
っ
た
健
康
ふ
れ

第
１
回
健
康
ふ
れ
あ
い
祭
り

第
１
回
健
康
ふ
れ
あ
い
祭
り

あ
い
祭
り
で
す
が
、
当
日
は
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
予
想
を
上
回
る
来
場
数

で
、
色
々
な
競
技
や
、
健
康
測
定
、

体
験
コ
ー
ナ
ー
を
み
ん
な
で
楽
し
み

ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
参
加
、
ご
協

力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

当
日
の
様
子
は
、
文
化
祭
で
も
展

示
予
定
で
す
。
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黒
滝
村
誠
心
会
女
性
部
に
よ

る
手
作
り
ぞ
う
き
ん
が
今
年

も
、
村
内
の
幼
稚
園
・
小
学
校
・

中
学
校
を
は
じ
め
、
公
共
施
設

等
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
に
大
変
喜
ば
れ
て
い

ま
す
。

誠心会ぞうきん贈呈

た
く
さ
ん
の
手
作
り
ぞ
う
き
ん

　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

▲

　

９
月
26
日（
木
）、黒
滝
村
ふ
れ
あ
い
運
動
場
で
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
（
黒
滝
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
同
好
会
・
黒
滝
村
共
催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

秋
晴
れ
の
も
と
、
41
名
の
方
が
参
加
し
、
な
ご

や
か
に
楽
し
く
ゲ
ー
ム
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

◆
大
会
結
果
（
ス
コ
ア
）（
敬
称
略
）

○
優
勝　
　

脇
阪
武
男 　

  （
脇　

川
）    （
36
）

○
準
優
勝　

亀
井
正
三　

   （
中　

戸
）    （
40
）

○
３
位　
　

東　

良
治　

   （
赤　

滝
）　
（
41
）

○
４
位　
　

下
原　

紘　

   （
堂　

原
）　
（
41
）

○
５
位　
　

田
野
美
智
代   （
寺　

戸
）    （
41
）

※
同
ス
コ
ア
の
場
合
は
、
最
少
打
数
の
多
い
プ

レ
ー
ヤ
ー
を
上
位
と
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

日
頃
の
練
習
の
成
果
を

日
頃
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
ま
し
た

発
揮
し
ま
し
た

      
村
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

村
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

地
域
社
会
で
犯
罪
被
害
者
を
支
え

る
と
と
も
に
、
一
丸
と
な
っ
て
犯
罪

と
対
決
す
る
気
運
を
高
め
、「
安
全
・

安
心
の
街
づ
く
り
」
を
実
現
す
る
た

め
、
犯
罪
被
害
者
支
援
奈
良
県
民
の

つ
ど
い
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
無
料
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日　

時　

11
月
22
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
（
午
後
１
時
開
場
）

◆
場　

所　

な
ら
１
０
０
年
会
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
ホ
ー
ル

　
（
奈
良
市
三
条
宮
前
町
７
番
１
号
）

※
Ｊ
Ｒ
奈
良
駅
西
出
口
す
ぐ
、
近
鉄

新
大
宮
駅
か
ら
徒
歩
12
分

◆
内　

容　

小
林
美
佳
氏
の
特
別
講

演
、
奈
良
県
警
察
音
楽
隊
に
よ
る
コ

ン
サ
ー
ト

犯
罪
被
害
者
支
援

　
　
　

奈
良
県
民
の
つ
ど
い

　

事
件
や
事
故
の
被
害
に
あ
っ
た
こ

と
が
原
因
で
、

○
恐
ろ
し
く
て
外
出
で
き
な
い
。

○
よ
く
眠
れ
な
い
、
悪
夢
を
見
る
。

○
現
実
だ
と
い
う
感
覚
が
な
い
。

○
何
を
す
る
気
力
も
な
い
。

○
以
前
の
生
活
に
戻
れ
な
い
。

な
ど
、
ひ
と
り
で
お
悩
み
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　

公
益
社
団
法
人
な
ら
犯
罪
被
害
者

支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
犯
罪
被
害
者
や

そ
の
ご
家
族
等
か
ら
の
相
談
に
応
じ

る
な
ど
の
支
援
等
、
犯
罪
被
害
者
等

の
方
々
が
再
び
平
穏
な
生
活
を
営
む

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

　
　

相
談
し
て
く
だ
さ
い

11
月
25
日
～
12
月
１
日
は

　
　

「
犯
罪
被
害
者
週
間
」
で
す
！　

▲
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

誠心会ぞうきん贈呈誠心会ぞうきん贈呈

まありがとうございまがとうご

交
通
安
全
功
労
者
表
彰

　

９
月
22
日（
日
）、下
市
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、

中
吉
野
地
区
交
通
安
全
子
ど
も
と
高
齢
者
大
会
が

行
わ
れ
、
黒
滝
村
交
通
安
全
協
会
副
会
長
の
中
辻

善
博
氏
（
赤
滝
）、女
性
部
長
の
中
前
弘
美
氏
（
笠

木
）
が
、
交
通
事
故
の
防
止
と
交
通
秩
序
の
確
立

に
貢
献
し
た
功
績
を
認
め
ら
れ
、
交
通
安
全
功
労

者
表
彰
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

社会福祉功労者表彰
　

こ
の
た
び
、
黒
滝
村
民
生
児
童
委
員
の

吉
村
元
成
氏
（
桂
原
）
が
、
社
会
福
祉
功

労
者
表
彰
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

吉
村
氏
は
14
年
10
ヶ
月
の
多
年
に
わ
た

り
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
に
尽
力
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
今
回

の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

 税を考える週間
　１１月１１日（月）～
　　　　　１７日（日）
税の役割と税務署の仕事、国
税庁ホームページにて「税務
署の仕事」動画で配信中！

　

個
人
の
白
色
申
告
者
の
う
ち
、
事
業
所

得
、
不
動
産
所
得
ま
た
は
山
林
所
得
を
生

ず
べ
き
業
務
を
行
う
全
て
の
方
（
所
得
税

及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
申
告
の
必
要
が

な
い
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
）
は
、
平
成

26
年
１
月
か
ら
記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存

が
必
要
で
す
。

　

記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
や
記
帳
の

内
容
の
詳
細
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.nta.go.jp

）
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ　

吉
野
税
務
署

　
　
　

☎
０
７
４
６
‐
３
２
‐
３
３
８
５

記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存

　
　

制
度
の
対
象
者
が

　
　
　

拡
大
さ
れ
ま
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
活
動
し
て
い
る

民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
で
す
。

犯
罪
被
害
者
や
ご
家
族
の
方
か
ら
の

電
話
相
談
・
面
接
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。

◆
電
話
相
談　

月
〜
金
曜
日
の
午
前

10
時
〜
午
後
４
時
ま
で

　

☎
０
７
４
２
‐
２
４
‐
０
７
８
３

○
中
和
相
談
コ
ー
ナ
ー

火
曜
日
の
み
、
午
前
10
時
〜
午
後
４

時
ま
で

　

☎
０
７
４
４
‐
２
３
‐
０
７
８
３

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
。

◆
面
接
相
談　

犯
罪
被
害
者
等
の
希

望
や
必
要
に
よ
り
、
専
門
家
に
よ
る

心
理
相
談
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）
や

法
律
相
談
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

面
接
相
談
に
は
予
約
が
必
要
で

す
。相
談
電
話
に
お
申
込
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ　

奈
良
県
警
察
本
部

　
　
　
　
　
　

県
民
サ
ー
ビ
ス
課　

　
　
　
　
　
　

犯
罪
被
害
者
支
援
室

☎
０
７
４
２
‐
２
３
‐
０
１
１
０
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平
成
25
年
度
地
籍
調
査
事
業

○
調
査
場
所　

大
字
赤
滝
地
内

○
落
札
者　

村
井
測
量
設
計
㈱
近
畿
支
社

○
落
札
金
額
（
消
費
税
含
む
）

　
　
　
　
　
　

１
，
６
８
０
，
０
０
０
円

○
履
行
期
限　

自　

平
成
25
年
10
月
15
日

　
　
　
　
　
　

至　

平
成
26
年
２
月
28
日

〜
許
し
ま
せ
ん
！　

滞
納
〜

　

地
方
税
の
公
平
・
公
正
を
確
保
し
、
納

税
者
の
信
頼
を
守
る
た
め
、
11
月
・
12
月

を
奈
良
県
及
び
県
内
全
市
町
村
で
一
斉
滞

納
整
理
強
化
期
間
に
設
定
し
、
差
押
等
を

は
じ
め
と
す
る
滞
納
整
理
に
集
中
的
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

期
間
中
は
各
市
町
村
及
び
県
税
事
務
所

が
、
滞
納
者
と
取
引
の
あ
る
金
融
機
関
や

勤
務
先
等
に
対
し
、
法
律
に
基
づ
く
財
産

調
査
に
つ
い
て
も
集
中
的
に
行
う
こ
と
と

な
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
募
集
種
目

○
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

　
　
　
　
　
　
　

  （
推
薦
採
用
試
験
）

○
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

　
　
　
　
　
　
　

  （
一
般
採
用
試
験
）

○
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
公
募
）

○
予
備
自
衛
官
補
（
技
能
公
募
）

◆
受
験
資
格　

○
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

　
　
　
　
　
　
　

  （
推
薦
採
用
試
験
）

 

・
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
で
15
歳
以
上

17
歳
未
満

 

・
将
来
自
衛
官
と
な
る
強
堅
な
意
思
が
あ

る
者

 

・
成
績
優
秀
者
で
中
学
校
長
等
が
責
任
を

持
っ
て
推
薦
す
る
者

 

・
生
徒
会
等
で
顕
著
な
実
績

○
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

　
　
　
　
　
　
　

  （
一
般
採
用
試
験
）

 

・
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
で
15
歳
以
上

17
歳
未
満

○
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
公
募
）

 

・
18
歳
以
上
34
歳
未
満

 

・
自
衛
隊
入
隊
後
、
在
隊
期
間
が
１
年
未

満○
予
備
自
衛
官
補
（
技
能
公
募
）

 

・
18
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格
等
を
有
す

る
者

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
間
・
試
験
日
時

○
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

　
　
　
　
　
　
　

  （
推
薦
採
用
試
験
）

 

・
受
付
期
間　

11
月
１
日
（
金
）
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　

12
月
６
日
（
金
）

 

・
試
験
期
日　

平
成
26
年
１
月
11
日
（
土
）

〜
13
日
（
月
）
の
内
指
定
す
る
日

○
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

　
　
　
　
　
　
　

  （
一
般
採
用
試
験
）

 

・
受
付
期
間　

11
月
１
日
（
金
）
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
月
10
日
（
金
）

 

・
試
験
期
日　

　

一
次
試
験　

平
成
26
年
１
月
18
日（
土
）

　

二
次
試
験　

平
成
26
年
２
月
１
日（
土
）

〜
４
日
（
火
）
の
内
指
定
す
る
日

○
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
公
募
）・

　
　
　
　
　
　
　

  （
技
能
公
募
）

　

平
成
26
年
１
月
上
旬
〜
４
月
初
旬

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
特
色

○
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

　
　
　
　
　
　
　

  （
推
薦
採
用
試
験
）・

　
　
　
　
　
　
　

  （
一
般
採
用
試
験
）

 

・
中
学
校
卒
業
者
等
を
対
象

 

・
特
別
職
国
家
公
務
員

 

・
高
校
普
通
科
と
同
等
の
教
育
の
ほ
か
、

防
衛
基
礎
学
等
を
習
得

 

・
学
業
の
ほ
か
、
各
種
教
育
訓
練
あ
り

 

・
卒
業
時
に
高
校
卒
業
資
格
を
取
得

 

・
卒
業
後
、
防
衛
大
学
校
、
防
衛
医
科
大

学
校
、
航
空
学
生
等
の
受
験
可
能

 

・
一
般
幹
部
候
補
生
部
内
選
抜
試
験
の
受

験
が
可
能

○
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
公
募
）

 

・
自
衛
隊
未
経
験
者
が
自
衛
隊
の
訓
練
を

受
け
る
制
度

○
予
備
自
衛
官
補
（
技
能
公
募
）

 

・
自
衛
隊
未
経
験
者
が
自
衛
隊
の
訓
練
を

受
け
る
制
度

 

・
衛
生
、
語
学
、
整
備
、
情
報
処
理
、
通
信
、

電
気
、
建
設
、
放
射
線
管
理
、
法
務
等
、

多
方
面
に
わ
た
り
活
躍
の
場
が
あ
る
制
度

税 等の 納 期
１２月２日（月）

国民健康保険税  　第５期
介護保険料　　  　第５期
後期高齢者医療  　第５期

忘れずに納付しましょう！
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◆
問
合
せ　

自
衛
隊
奈
良
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　

五
條
地
域
事
務
所

　

〒
６
３
７
‐
０
０
０
４

　
　

五
條
市
今
井
５
‐
１
‐
12

　
　
　
　
　
　
　
　

サ
ン
タ
ウ
ン
２
階

　
　
　

☎
０
７
４
７
‐
２
２
‐
３
７
８
９

　

あ
な
た
も
検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
は
（
不
起
訴
の

時
）
事
件
の
被
害
者
と
し
て
裁
判
を
す
る

よ
う
に
申
し
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
費
用
は
無
料
で
す
。
検
察
審
査
会
は
、

選
挙
権
を
持
つ
国
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選

ば
れ
た
検
察
審
査
員
が
、
検
察
官
の
不
起

訴
処
分
の
当
否
を
審
査
す
る
機
関
で
す
。

そ
の
結
果
に
よ
っ
て
は
、
裁
判
に
か
け
ら

れ
な
か
っ
た
の
を
、
裁
判
に
て
審
議
す
る

よ
う
に
請
求
で
き
る
公
的
機
関
で
す
。

◆
問
合
せ　

葛
城
検
察
審
査
会
事
務
局

　

〒
６
３
５
‐
８
５
０
２

　
　

大
和
高
田
市
大
中
１
０
１
‐
４

　
　
　
　

奈
良
地
方
裁
判
所
葛
城
支
部
内

　
　
　

☎
０
７
４
５
‐
５
３
‐
１
０
１
２

「
検
察
審
査
会
」
を

　
　

知
っ
て
い
ま
す
か

　

１
９
８
７
年
の
自
治
体
消
防
発
足
40
周

年
を
機
に　

防
災
意
識
の
高
揚
、
地
域
ぐ

る
み
の
防
災
体
制
の
確
立
の
た
め
11
月
９

日
は
「
１
１
９
番
の
日
」
と
し
て
消
防
庁

よ
り
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

い
ざ
と
い
う
時
に
落
ち
着
い
て
通
報
で

き
る
よ
う
、
こ
の
機
会
に
正
し
い
１
１
９

番
の
か
け
方
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
ポ
イ
ン
ト
】

①
火
事
か
救
急
か
お
答
え
く
だ
さ
い
。

②
場
所
（
住
所
が
分
ら
な
け
れ
ば
近
く
の

目
標
物
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。）

③
内
容
（
何
が
燃
え
て
い
る
か
？

ど
ん
な
症
状
か
？
ど
ん
な
事
故
か
？
）

※
注
意
点

　

携
帯
電
話
で
の
場
合
、
他
の
地
域
の
消

防
署
へ
つ
な
が
る
事
が
あ
り
ま
す
が
、
転

送
し
て
も
ら
え
ま
す
の
で
、
消
防
車
・
救

急
車
が
必
要
な
場
所
の
町
村
名
か
ら
お
話

し
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ　

中
吉
野
広
域
消
防
組
合

　
　
　

消
防
本
部　

警
防
課
通
信
指
令
係 

　
　
　

☎
０
７
４
７
‐
５
２
‐
１
１
９
９

○
統
一
標
語

『
消
す
ま
で
は 

心
の
警
報 
Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
』

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
ま
す
の

で
火
気
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

【
３
つ
の
習
慣
】

 

・
寝
タ
バ
コ
は
、
絶
対
や
め
る
。

 

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
物
か
ら
離
れ

た
位
置
で
使
用
す
る
。

 

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き

は
、
必
ず
火
を
消
す
。

【
４
つ
の
対
策
】

 

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

 

・
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め

に
、
防
炎
製
品
な
ど
を
使
用
す
る
。

 

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住

宅
用
消
火
器
な
ど
を
備
え
る
。

 

・
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た

め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

11
月
９
日
は「
１
１
９
番
の
日
」

中
吉
野
広
域
消
防
組
合
か
ら
お
知
ら
せ

11
月
９
日
〜
15
日
は

　
「
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
」

1
月
９

ご
存
知
で
す
か
？

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る　

　
　
　
　
　
　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

   

― 

３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策 

―

◆
日　

時　

毎
週
火
曜
日

　
　

 　
　
　
（
祝
日
は
除
く
）

　
　
　
　
　
　

午
後
1
時
〜
4
時

◆
場　

所　

下
市
町
役
場

　
　
　
　
　

１
階
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
（
10
月
〜
12
月
）

　

☎
０
７
４
７
‐
５
２
‐
０
０
０
１

◆
相
談
料　

無
料

◆
主　

催　

吉
野
郡
消
費
者
生
活

             　
　

     

実
践
連
絡
協
議
会

◆
問
合
せ　

住
民
課

　

県
内
の
環
境
保
全
や
、
不
法
投
棄

の
抑
制
を
目
的
と
す
る
、「
不
法
投

棄
ゼ
ロ
作
戦
」
強
化
週
間(

11
月
４

日
（
月
）
〜
10
日
（
日
））
の
メ
イ

ン
行
事
と
し
て
、「
不
法
投
棄
ゼ
ロ

作
戦
推
進
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

消
費
者
生
活
相
談　

　
　
　
　

窓
口
開
設

不
法
投
棄
ゼ
ロ
作
戦

　
　
　

推
進
大
会
開
催

◆
日　

時　

11
月
２
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
〜

◆
場　

所　

桜
井
市
立
図
書
館　

　
　
　
　
　

※
入
場
は
無
料
で
す

◆
内　

容

○
啓
発
ポ
ス
タ
ー
優
秀
作
品
の
表
彰

式
・
展
示

○
タ
レ
ン
ト 

立
原
啓
裕
氏
に
よ
る

基
調
講
演

○
奈
良
を
愛
す
る
お
じ
さ
ん
バ
ン
ド

「
Ａ
ｌ
ｗ
ａ
ｙ
ｓ
﹈
に
よ
る
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト

◆
問
合
せ　

奈
良
県
不
法
投
棄
ゼ
ロ

作
戦
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行
委
員

会
　

☎
０
７
４
２
‐
２
７
‐
８
７
４
８

※
詳
し
く
は
県
廃
棄
物
対
策
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w
.pref.nara.

jp/11921.htm

）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

お知らせ

自
衛
官
募
集

入
札
結
果

　
（
入
札
日　

10
月
15
日
）

市
町
村
税
・
県
税
の

　

一
斉
滞
納
整
理
強
化
月
間
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中央公民館図書コーナーには約 5,300 冊の本があります。
あなたの探している本もあるかもしれませんので、どしどしご利用
ください。
■ 貸し出し日　　月～金曜日（祝日は休み）
■ 貸し出し期間　２週間
　※ただし、それ以上になる場合は教育委員会へ、連絡してください。

■今月のおすすめ
（小　説）花の鎖／湊 かなえ
　両親を亡くし仕事も失った矢先に祖母がガン

で入院した梨花。職場結婚したが子供ができず

悩む美雪。水彩画の講師をしつつ和菓子屋でバ

イトする紗月。花の記憶が３人の女性を繋いだ

時、見えてくる衝撃の事実。そして彼女たちの

人生に影を落とす謎の男「Ｋ」の正体とは。驚

きのラストが胸を打つ、感動の傑作ミステリ。

（小　説）将軍が目醒めた時／筒井康隆
（自叙伝）日本文学のなかへ／ドナルド・キーン
（児童書）コアラしんぶん／作　斉藤 洋
　　　　　　　　　　  　　絵　森田 みちよ

◆
対　

象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

◆
日　

時　

11
月
12
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
10
分
〜
30
分

◆
場　

所　

診
療
所

◆
内　

容　

身
体
測
定
、
育
児
相
談

◆
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

◆
問
合
せ　

保
健
福
祉
課

す
く
す
く
相
談

◆
対

◆
日

◆
場

◆
内

◆
持

◆
問

健 　 康 　 づ 　 く 　 り 　 情 　 報

　

９
月
24
日
（
火
）
中
央
公
民
館
で
献
血
が
行

わ
れ
、
50
名
の
方
々
が
協
力
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
、
血
液
を
必

要
と
す
る
多
く
の
方
々
に
役
立
て
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

献
血
に
ご
協
力

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

◆
特
定
健
診
に
つ
い
て

　

健
康
寿
命
（
日
常
的
に
自
立
し
て
、
元
気
に
過
ご
せ
る
期

間
の
こ
と
）
を
延
ば
す
た
め
に
は
、自
分
の
身
体
に
つ
い
て
、

知
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

特
定
健
診
の
受
診
券
は
各
加
入
保
険
者
よ
り
40
歳
〜
74
歳

の
方
に
届
き
ま
す
。
今
年
度
、
特
定
健
診
を
ま
だ
受
け
ら
れ

て
い
な
い
方
は
、
案
内
の
受
診
期
間
内
に
受
け
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
黒
滝
村
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
受

診
期
間
は
平
成
26
年
１
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
医
療
機
関
で
受
け
る
子
宮
が
ん

　

検
診
、
乳
が
ん
検
診
に
つ
い
て

　

受
診
期
間
は
12
月
末
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
受
診
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
早
め
に
お
申
込
く
だ

さ
い
。

◆
問
合
せ　

保
健
福
祉
課

定
期
的
に
健
診
・

　
　

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

図図
書書 室室 だだ よよ りり

毎月１１日は
【人権を確かめあう日】　
　　　　　　　　　です
人権とは、人間が幸せに生きて
いく権利です。
すべての人間が生まれながらに
持っている基本的な権利です。

黒滝村人権・同和問題啓発推進本部

親
子
ヨ
ガ
教
室

◆
対　

象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

◆
日　

時　

11
月
20
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時

◆
場　

所　

黒
滝
村
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
　

１
階
大
集
会
室

◆
問
合
せ　

保
健
福
祉
課　

　

▼教室の様子

〜
さ
し
の
べ
た  
そ
の
手
が
こ
ど
も
の  

命
綱
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
25
年
度
標
語
）

　

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き
問
題

で
す
。
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
を

見
つ
け
た
と
き
や
、
ご
自
身
が
出
産
や
子
育
て

に
悩
ん
だ
と
き
に
は
、
児
童
相
談
所
や
役
場
窓

口
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ　

保
健
福
祉
課

○
中
央
こ
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
４
２
‐
２
６
‐
３
７
８
８

○
高
田
こ
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
４
５
‐
２
２
‐
６
０
７
９

○
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
‐
０
６
４
‐
０
０
０

11
月
は
児
童
虐
待
防
止

　
　
　
　
　
　

推
進
月
間

　

人
間
が
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、

体
の
各
部
分
に
十
分
な
酸
素
と
栄
養

が
い
き
わ
た
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

酸
素
と
栄
養
を
運
ぶ
の
が
血
液
で
、

そ
の
血
液
を
循
環
さ
せ
る
ポ
ン
プ
の

働
き
を
す
る
の
が
心
臓
で
す
。

　

こ
の
ポ
ン
プ
が
故
障
す
る
と
、
一

つ
の
電
車
の
故
障
が
他
の
駅
に
渋
滞

を
広
げ
て
い
く
の
と
同
様
に
、
次
々

と
体
に
影
響
が
で
て
き
ま
す
。
た
と

え
ば
心
臓
か
ら
血
液
を
送
り
出
す
能

力
が
低
下
す
る
と
、
疲
れ
や
す
い
、

動
悸
が
す
る
な
ど
の
症
状
が
現
れ
、

血
液
の
渋
滞
が
肺
に
お
こ
る
こ
と
に

よ
る
息
苦
し
さ
、
顔
・
手
足
に
お
こ

る
こ
と
に
よ
る
、
む
く
み
、
肝
臓
に

お
こ
る
こ
と
に
よ
る
お
腹
の
は
り
や

鈍
痛
が
現
れ
て
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
心
臓
の
働
き
が
低
下

し
た
結
果
、
お
き
た
体
の
状
態
を
心

不
全
と
い
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
心
臓

の
働
き
の
う
ち
、
ど
の
働
き
が
ど
の

程
度
低
下
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
低

下
が
急
に
お
こ
っ
て
き
た
の
か(

急

性
心
不
全)
、
徐
々
に
お
こ
っ
て
き

心
不
全
に
気
を
つ
け
て

た
の
か(

慢
性
心
不
全)

に
よ
っ
て
、

心
不
全
の
種
類
や
程
度
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
そ
れ
は
、
心
不
全
を
き
た
す

原
因
が
一
つ
で
は
な
い
か
ら
で
、
心

筋
梗
塞
や
心
臓
弁
膜
症
な
ど
あ
ら
ゆ

る
心
臓
病
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
高

血
圧
で
長
年
心
臓
に
負
担
が
か
か
っ

て
い
る
場
合
な
ど
で
も
、
し
だ
い
に

そ
の
働
き
が
不
十
分
と
な
り
心
不
全

の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
心
不
全
の
治
療
は
ど
う

す
る
か
と
な
り
ま
す
と
、
治
療
の
原

則
は
も
と
も
と
の
原
因
を
は
っ
き
り

さ
せ
、
そ
の
病
気
を
治
療
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
そ
の
上
で
、
体
内
の

余
分
な
水
分
を
取
り
除
く
利
尿
剤
、

心
臓
に
か
か
る
負
担
を
軽
く
す
る
血

管
拡
張
剤
や
心
臓
に
障
害
を
与
え
や

す
い
神
経
や
ホ
ル
モ
ン
の
作
用
を
抑

制
す
る
ベ
ー
タ
遮
断
剤
な
ど
の
薬
が

使
わ
れ
ま
す
。

　

日
常
生
活
の
注
意
点
も
含
め
、
主

治
医
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

奈
良
県
医
師
会



奈良県最低賃金が
改定されました

　

わ
た
く
し
た
ち
は
、
黒
滝
村
の

よ
さ
を
活
か
し
、
先
人
の
努
力
に

学
び
、
知
恵
と
心
を
結
集
し
、
明

る
く
豊
か
で
活
力
あ
る
村
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
こ
の
憲
章
を
制
定
し

ま
す
。

・
豊
か
な
自
然
を
ま
も
り
、
よ
り

住
み
良
い
生
活
環
境
づ
く
り
に
努

め
う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る

村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
あ
い
、

や
さ
し
さ
と
あ
た
た
か
さ
に
み
ち

た
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
郷
土
の
文
化
遺
産
を
大
切
に
し
、

若
い
力
を
は
ぐ
く
み
、
生
涯
学
習

の
ふ
く
ら
む
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
。

・
勤
労
を
尊
び
、
産
業
の
振
興
に

努
め
、
未
来
を
拓
く
活
力
あ
る
村

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
長
寿
の
よ
ろ
こ
び
を
み
ん
な
で

支
え
、
健
康
で
生
き
が
い
の
も
て

る
福
祉
の
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

黒
滝
村
村
民
憲
章
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村の施設の電話番号
市外局番（0747）

役　場　　　　　   62-2031
　　IP 電話【050-5000-6200
　　　　　　　　　   ～ 6203】
教育委員会　　　   62-2314
　　IP 電話【050-5004-6128】
診 療 所　　　　　 62-2747
　　IP 電話【050-5000-6129】
歯科診療所　　　   62-2621
デイサービスセンター
（社会福祉協議会）   62-2850  

IP 電話【050-5000-6127】
こもれびホール　   62-2280
黒滝駐在所　　　   62-2034
　観光施設に関することは、
観光施設指定管理者
（株）黒滝森物語村 62-2770

IP 電話【050-5005-1865】

人口・世帯数
（10月１日現在）

善 意 銀 行 （１０月２０日受理分まで）

近藤美智雄  様（寺　戸）亡父  八郎さん満中陰粗供養として    ５万円

皆さまの善意に対して心から感謝申し上げます。

　　男　　３９０　人　　（－２）
　　女　　４４６　人　　（－２）
　　計　　８３６　人　　（－４）
　世帯　　３９１　世帯　（－２）

くろたきテレビくろたきテレビ
11ch で放映中11ch で放映中

11ch では、村からの様々な
お知らせを掲載しています
ので、ぜひご視聴ください。

※奈良県のこれまでの最低賃金６９９円から１１円アップ。
　（平成２５年１０月２０日発効）
　奈良県最低賃金は、雇用形態や呼称に関わらず、県内で働く
全ての労働者に適用されます。仮に最低賃金金額より低い賃金
を労働者、使用者双方の合意の上で定めても、それは最低賃金
法によって無効とされ、最低賃金額と同様の定めをしたものと
みなされます。使用者は必ず、最低賃金額以上の賃金を支払わ
なければなりません。なお、特定の産業には「特定最低賃金」
が定められています。
特定最低賃金
○はん用機械器具、生産用機械器具、業務用機械器具製造業
　時間額　８０３円　
○電機関係製造業（電子部品・電子回路、産業用電気機械器具等）
　時間額　８０２円
○自動車小売業
　時間額　８０４円　
○木材・木製品、家具・装備品製造業（製材熟練等）
　時間額　８１６円、日額　６，５２７円
◆問合せ　大淀労働基準監督署　☎０７４７－５２－０２６１

時間額　７１０円


